
 

司 会 立浪 会場監督  点 鐘 室崎 会長 

国歌斉唱／ロータリーソング 

会長挨拶／報告 

■誕生祝 

山下 清胤 さん（1／18・66 才） 

藤田 益一 さん（1／21 71 才） 

■皆出席表彰 

小間 茂雄 さん（33 年）   

 鞍野 誠  さん（12 年）  

 竹中 伸行 さん（9 年）   

■RLI 研究会修了書 

幹事報告    

■配布⇒ロータリーの友 1 月号 

■理事会⇒本日 13：30～ （桐の間） 

委員会報告 

■雑誌…ロータリーの友１月号紹介（塩崎委員長） 

■ＳＡＡ…テーブルマスター選任依頼（立浪委員長） 

＜ ニコニコＢＯＸ 12 件 88,000 円 ＞ 

加藤君／父の葬儀に際し、多くの会員の方々にご会葬

いただき心より感謝を申し上げます。 

田中君／義父、見送りの際には山口委員長はじめ親睦

委員会の皆様にお世話いただき有難うございまし

た。妻も感謝しております。 

室崎会長／久しぶりに通常の例会となりました。令和 2

年最初の会員卓話は㔟藤会員にお願いしています。

どうぞ宜しくお願いします。 

駒井副会長／今年はじめての通常例会です。㔟藤会員、

卓話よろしくお願いします。 

金森幹事／㔟藤さん卓話楽しみにしています。 

岡本（欣）君／㔟藤さん卓話楽しみにしています。 

山本（政）君／ホームクラブ例会に久しぶりに出席致し

ました。改めて自分の能力の無さにガッカリしてお

りますが、難問が今しばらくかかりそうです。皆様に

忘れられないように出席するように致します。 

藤田君／誕生日祝いを頂き有難うございます。 

小間君／皆出席祝い有難うございます。 

鞍野君／皆出席祝いを頂きまして有難うございました。

もう 12 年経ちました。 

竹中君／皆出席祝い有難うございました。 

前川君／平成 4 年入会以来初めてだと思いますが早退

いたします。 

 

 

 

演題 

「 消えてたまるか！ 

地方紙のいま 」 

 

 

 

㔟藤 和弘 会員 

 

 

 日刊紙の発行部数が減り続けている。言うまでもな

く、ネットや SNS などのニュースサイトの影響があ

る。若者がニュースに触れず、娯楽情報に群がっている

現状もある。 

 富山県は全国有数の販売激戦地で、わけても県西部

が最大の激戦地だ。全国の新聞減少率は前年比５・３％

減。北陸は３・８％減と健闘しており、北日本新聞は

1％半ば。 

 北日本新聞は以前、朝乃山の新十両初白星を１面ト

ップで扱った。地域住民の心に寄り添う「地だね優先宣

言」だ。自治体行政から町だねまで可能な限りネットサ

イトには載らない地方のニュースを発掘している。 

 ネットや SNS が人々の間に浸透する中、新聞はただ

情報を掲載するだけでなく、解説や批評を添えて読者

を導く、励ますなどきめ細かい対応が必要になってい

る。 

 庶民の立場から権力をチェックするといった仕事も、

地方ジャーナリズムでないとできない仕事だと思って

いる。 

 新聞がなくなると、世に出るべき情報が埋もれる、フ

ェイクニュースが出回る、といった弊害が出てくる。わ
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理事会 

■米山記念奨学生の受入の件 

受入奨学生  

氏名：ＭＵＨＡＭＭＡＤＲＡＨＩＬ ＡＳＬＡＭ 

（アサラム ムハマドラヒール）26 才／男性 

 国籍：パキスタン 

 大学：富山大学 

報告事項 

＊年末夜間例会収支報告   

＊新年初例会収支報告    

＊首里城募金の件      

けてもスマホサイトのようにフラットに箇条書ニュー

スを垂れ流すのではなく、きちんと価値判断をして、常

識的な世論づくりに努めなくてはならない。 

ニュースをはじめとしたスマホのさまざまな情報サイ

トをマイカーに例えてみたい。マイカーもスマホも手

軽で便利だが、あおり運転や弱者を無視した泥はね運

転、暴走運転も後を絶たない。車社会には道路交通法が

あるが、今の情報社会には法はなく、無免許の気ままな

発信者が大手を振って車を飛ばすことさえある。 

新聞は路線バス同様、公共インフラの担い手として、地

域の安全・安心のため若者からお年寄りまで確実に知

識を伝える運転、報道を心掛けねばならないと自戒し

ている。決して消してはならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


